
株主のみなさまへ

http://www.yamamura.co.jp/

第２四半期決算ご報告第86期

世界のYAMAMURAへ心と技 術 を 伝 えた い世界のYAMAMURAへ

平成26年4月1日～平成26年9月30日

心と技 術 を 伝 えた い

第２四半期決算ご報告および中間配当金関係書類送付ご案内
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社およびグループ各社（以下、当社グループと称します。）の第86期第２四半期累計期間（平成
26年４月１日から平成26年９月30日まで）の事業の概況をここにご報告申しあげます。
　また、「第86期中間配当金のお支払い」に関する書類も同封させて頂きました。
　ご査収くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
平成26年12月

中間配当金のお支払いについて
　中間配当金の払渡期間は平成26年12月３日（水）から平成27年１月５日（月）まででございます。同封の「中間配当金領
収書」によりお支払いいたしますので、お近くのゆうちょ銀行全国本支店ならびに郵便局で、お忘れなくお受け取りください
ますようお願い申し上げます。
　なお、口座振込ご指定の方には、「中間配当金計算書」および「配当金振込先のご確認書」を同封しておりますので、ご指
定口座への入金をご確認ください。 代表取締役社長

買取・買増制度をご利用ください

(注）１．当社は、平成26年９月30日現在、自己株式6,460千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社の持株数には、信託業務にかかる持株数が含まれております。
３．所有株式数は、表示単位で切捨て表示をしております。

株主名 所有株式数 所有株式比率
日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社
ｸﾚﾃﾞｲ ｽｲｽ ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ ｴｽｴｰ ｵﾝ ﾋﾞﾊｰﾌ ｵﾌﾞ ｸﾗｲｱﾝﾂ
株式会社三井住友銀行
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
旭硝子株式会社
日本山村硝子取引先持株会
クリアストリーム バンキング エス エー
日本生命保険相互会社
山村幸治
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

9,275千株
4,800
4,252
4,231
3,836
3,727
3,250
3,098
3,034
2,944

8.32％
4.30
3.81
3.79
3.44
3.34
2.91
2.78
2.72
2.64

日本山村硝子株式会社（Nihon Yamamura Glass Co.,Ltd.)
関西本社 
　兵庫県尼崎市西向島町15-1 電話 06-4300-6000（代表） 
東京本社 
　東京都新宿区西新宿6-14-1 電話 03-3349-7200（代表）
　新宿グリーンタワービル20階 
大正3年4月5日 
昭和16年12月11日 
140億7,496万5,448円 
898名 
東京証券取引所（市場第一部） 
有限責任 あずさ監査法人 

商 号
本 社 所 在 地

創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
上 場 証 券 取 引 所
会 計 監 査 人

山村　幸治

谷上　嘉規

上髙　雄樹

井上　善雄

木村　孔一

鈴木　　仁

鳥山　半六

齋藤　好江

代表取締役社長

専 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

常 務 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

取
締
役
・
監
査
役

最高経営責任者　最高執行責任者

サンミゲル山村パッケージング社駐在（同社取締役副社長）

弁護士（社外監査役・独立役員）

公認会計士（社外監査役・独立役員）

株式会社巴川製紙所 代表取締役社長(社外取締役・独立役員)

環境室管掌　コーポレート本部管掌
研究開発センター管掌　ニューガラスカンパニー管掌

寺岡　茂喜

野々口和男

河本　光由

田中　二郎

脇本　正己

明神　　裕

小林　史吉

執
行
役
員

研究開発センター長

エンジニアリングカンパニー社長

ガラスびんカンパニー 生産本部長

プラスチックカンパニー 生産本部長 技術部長

ガラスびんカンパニー社長付

プラスチックカンパニー社長

ガラスびんカンパニー社長

36.6
%

24.7
%

個人･
その他

金融機関事業会社・
その他法人

外国法人・
外国人

自己株式

18.9
%

14.0
%

5.8
%

株主数 所有株式数
個人・その他
金融機関
事業会社・その他法人
外国法人・外国人
自己株式

9,734
31

276
76
1

10,118

40,754
27,561
21,101
15,573
6,460

111,452

千株

千株

名

名

発行可能株式総数  300,000千株
発行済株式の総数  111,452千株
株主数 10,118名
単元株式数  1,000株

所有株式数の
構成比

合 計

中間配当に関する取締役会決議のお知らせにつきま
しては、昨年まで「中間配当金支払いに関する取締役
会決議ご通知」と題した郵便はがきをお送りさせて
いただきましたが、本年より同はがきの郵送を廃止さ
せていただきました。今後は、同はがきに替えて当社
ホームページにてご案内させていただきます。
何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

当社株式を700株ご所有の場合、その700株を市場価格
で当社に売却し、代金を受領する。

買 取 制 度 買 増 制 度

ご所有単元未満株式を当社が買取るように
請求できる制度

買取請求にて当社に売却（700株売却）

売却代金を受領 売却株式数(700株)×市場価格

買増請求にて当社から購入（300株購入）

単元株式として所有 1,000株（700株+300株）

例 当社株式を700株ご所有の場合、300株を市場価格
で当社から購入し、1,000株にする。

ご所有単元未満株を１単元(1,000株)にするために
必要な株式を買増すように請求できる制度

例

ご所有株式数（700株）

買取
制度

買増
制度

大株主の状況

会社の概要 （平成26年9月30日現在） 役　員 （平成26年9月30日現在）株式の状況 （平成26年9月30日現在）

所有者別株式分布状況

株 主 の み な さ ま へ

この決算ご報告はFSC®認証紙と大豆油インキを使用して印刷しております。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

上 場 証 券 取 引 所

同 連 絡 先

公 告 の 方 法

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
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　当社は、利益の配分につきましては、業績に応じた配当を継続的に行うことを基本に、海外への事業展開
や成長事業への投資計画、財政状態等を総合的に勘案しながら、積極的に株主のみなさまへの利益還元
に努めていきたいと考えております。
　これらの方針と業績を総合的に勘案し、当期（平成27年３月期）の剰余金の配当につきましては、中間配
当金を１株につき2.5円とし、期末配当金2.5円と合わせ、通期で5.0円とさせていただく予定でございます。

1株当たり配当額の推移

2.5

5.0

2.5

第84期 第85期 第86期（予定）

尼崎21世紀の森づくりのイベントとして、10月4日に尼崎市で行わ
れた「エコキッズメッセ2014」に出展し、ガラスびん３Ｒのポスター
や、超軽量びん、エコロジーボトルなどのサンプルびんの展示、ま
た、家庭から排出される資源ごみの分別方法をクイズ形式で行い、 
びんの正しい回収方法について学んでいただきました。

●日　時……………………2014年10月4日
●場　所……………………尼崎の森中央緑地・パークセンター
●イベント総来場者数 ……1,000名以上
●当社ブース体験者数……約120名

●日　時……………………2014年10月7日～10日
●場　所……………………東京ビッグサイト
●総来場者数………………178,698名
●当社ブース来場者数……900名以上

エコキッズメッセ 2014に出展

TOKYO PACK 2014に出展
10月7日～10日に東京ビッグサイトで開催されたTOKYO PACK 
2014の次世代高機能包装パビリオンに出展し、当社開発品のフィ
ルム製立体容器「ＰＧＰ」（特許出願中）を展示しました。

物流関連事業 ニューガラス関連事業
セグメント売上高 セグメント利益
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22,670 23,984

ガラスびん関連事業

セグメント売上高
23,984百万円

前期末に連結子会社化した中国の秦皇島方圓包装玻璃の売上が寄与した
ことにより、増収となりました。

セグメント利益
△ 412百万円

当社ガラスびんカンパニーの販売価格改定が計画より遅れたことや、秦皇
島方圓包装玻璃の原燃料価格の高騰もあり、損失となりました。

プラスチック容器関連事業
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セグメント売上高
4,996百万円

ペットボトル事業からの撤退の影響や、天候不順による影響を受け、減収と
なりました。

セグメント利益
△ 36百万円 原料価格の高騰や売上高減少に伴う減益の影響もあり、損失となりました。

セグメント売上高
5,524百万円

天候不順による取り扱い物量の減少や、収益性が悪い営業所の閉鎖等を
行ったため、減収となりました。

セグメント利益
81百万円

燃料費の高止まりによる輸送コストアップ等がありましたが、効率的な人員
配置を行うことにより、外注費や人件費等を削減し、利益を計上しました。

セグメント売上高
2,136百万円

当社ニューガラスカンパニーの電子部品用粉末ガラス、自動車部品用粉末
ガラスおよび山村フォトニクスの主力製品である光通信部品を中心に出荷
が堅調に推移し、増収となりました。

セグメント利益
140百万円

生産効率の改善やコスト削減に注力したことにより、大幅な増益となり
ました。

利益配分に関する基本方針および当期の配当

TOPICS
売上高

●ガラスびん関連事業、ニューガラス関連事業で増
収を達成するもプラスチック容器関連事業、物流
関連事業の減収が大きく、連結売上高は前期比
０．２％減となりました。

営業利益

●物流関連事業、ニューガラス関連事業で増益となり
ましたが、ガラスびん関連事業の損失が大きな負
担となり、営業損失を計上する結果となりました。

経常利益

●営業外費用の減少に加えて、その他の営業外収
益が増加したことで、経常利益は黒字を維持する
ことが出来ました。

当期純利益

●大阪工場の跡地を売却したこと等による固定資
産売却益（8,184百万円）等を計上しました。

平成27年３月期 第２四半期 連結業績ダイジェスト

36,641百万円 △249百万円 29百万円 5,772百万円
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セグメント売上高
4,996百万円

ペットボトル事業からの撤退の影響や、天候不順による影響を受け、減収と
なりました。

セグメント利益
△ 36百万円 原料価格の高騰や売上高減少に伴う減益の影響もあり、損失となりました。

セグメント売上高
5,524百万円

天候不順による取り扱い物量の減少や、収益性が悪い営業所の閉鎖等を
行ったため、減収となりました。

セグメント利益
81百万円

燃料費の高止まりによる輸送コストアップ等がありましたが、効率的な人員
配置を行うことにより、外注費や人件費等を削減し、利益を計上しました。

セグメント売上高
2,136百万円

当社ニューガラスカンパニーの電子部品用粉末ガラス、自動車部品用粉末
ガラスおよび山村フォトニクスの主力製品である光通信部品を中心に出荷
が堅調に推移し、増収となりました。

セグメント利益
140百万円

生産効率の改善やコスト削減に注力したことにより、大幅な増益となり
ました。

利益配分に関する基本方針および当期の配当

TOPICS
売上高

●ガラスびん関連事業、ニューガラス関連事業で増
収を達成するもプラスチック容器関連事業、物流
関連事業の減収が大きく、連結売上高は前期比
０．２％減となりました。

営業利益

●物流関連事業、ニューガラス関連事業で増益となり
ましたが、ガラスびん関連事業の損失が大きな負
担となり、営業損失を計上する結果となりました。

経常利益

●営業外費用の減少に加えて、その他の営業外収
益が増加したことで、経常利益は黒字を維持する
ことが出来ました。

当期純利益

●大阪工場の跡地を売却したこと等による固定資
産売却益（8,184百万円）等を計上しました。

平成27年３月期 第２四半期 連結業績ダイジェスト

36,641百万円 △249百万円 29百万円 5,772百万円

第84期 第85期 第86期
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株主のみなさまへ

http://www.yamamura.co.jp/

第２四半期決算ご報告第86期

世界のYAMAMURAへ心と技 術 を 伝 えた い世界のYAMAMURAへ

平成26年4月1日～平成26年9月30日

心と技 術 を 伝 えた い

第２四半期決算ご報告および中間配当金関係書類送付ご案内
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社およびグループ各社（以下、当社グループと称します。）の第86期第２四半期累計期間（平成
26年４月１日から平成26年９月30日まで）の事業の概況をここにご報告申しあげます。
　また、「第86期中間配当金のお支払い」に関する書類も同封させて頂きました。
　ご査収くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
平成26年12月

中間配当金のお支払いについて
　中間配当金の払渡期間は平成26年12月３日（水）から平成27年１月５日（月）まででございます。同封の「中間配当金領
収書」によりお支払いいたしますので、お近くのゆうちょ銀行全国本支店ならびに郵便局で、お忘れなくお受け取りください
ますようお願い申し上げます。
　なお、口座振込ご指定の方には、「中間配当金計算書」および「配当金振込先のご確認書」を同封しておりますので、ご指
定口座への入金をご確認ください。 代表取締役社長

買取・買増制度をご利用ください

(注）１．当社は、平成26年９月30日現在、自己株式6,460千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社の持株数には、信託業務にかかる持株数が含まれております。
３．所有株式数は、表示単位で切捨て表示をしております。

株主名 所有株式数 所有株式比率
日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社
ｸﾚﾃﾞｲ ｽｲｽ ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ ｴｽｴｰ ｵﾝ ﾋﾞﾊｰﾌ ｵﾌﾞ ｸﾗｲｱﾝﾂ
株式会社三井住友銀行
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
旭硝子株式会社
日本山村硝子取引先持株会
クリアストリーム バンキング エス エー
日本生命保険相互会社
山村幸治
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

9,275千株
4,800
4,252
4,231
3,836
3,727
3,250
3,098
3,034
2,944

8.32％
4.30
3.81
3.79
3.44
3.34
2.91
2.78
2.72
2.64

日本山村硝子株式会社（Nihon Yamamura Glass Co.,Ltd.)
関西本社 
　兵庫県尼崎市西向島町15-1 電話 06-4300-6000（代表） 
東京本社 
　東京都新宿区西新宿6-14-1 電話 03-3349-7200（代表）
　新宿グリーンタワービル20階 
大正3年4月5日 
昭和16年12月11日 
140億7,496万5,448円 
898名 
東京証券取引所（市場第一部） 
有限責任 あずさ監査法人 

商 号
本 社 所 在 地

創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
上 場 証 券 取 引 所
会 計 監 査 人

山村　幸治

谷上　嘉規

上髙　雄樹

井上　善雄

木村　孔一

鈴木　　仁

鳥山　半六

齋藤　好江

代表取締役社長

専 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

常 務 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

取
締
役
・
監
査
役

最高経営責任者　最高執行責任者

サンミゲル山村パッケージング社駐在（同社取締役副社長）

弁護士（社外監査役・独立役員）

公認会計士（社外監査役・独立役員）

株式会社巴川製紙所 代表取締役社長(社外取締役・独立役員)

環境室管掌　コーポレート本部管掌
研究開発センター管掌　ニューガラスカンパニー管掌

寺岡　茂喜

野々口和男

河本　光由

田中　二郎

脇本　正己

明神　　裕

小林　史吉

執
行
役
員

研究開発センター長

エンジニアリングカンパニー社長

ガラスびんカンパニー 生産本部長

プラスチックカンパニー 生産本部長 技術部長

ガラスびんカンパニー社長付

プラスチックカンパニー社長

ガラスびんカンパニー社長

36.6
%

24.7
%

個人･
その他

金融機関事業会社・
その他法人

外国法人・
外国人

自己株式

18.9
%

14.0
%

5.8
%

株主数 所有株式数
個人・その他
金融機関
事業会社・その他法人
外国法人・外国人
自己株式

9,734
31

276
76
1

10,118

40,754
27,561
21,101
15,573
6,460

111,452

千株

千株

名

名

発行可能株式総数  300,000千株
発行済株式の総数  111,452千株
株主数 10,118名
単元株式数  1,000株

所有株式数の
構成比

合 計

中間配当に関する取締役会決議のお知らせにつきま
しては、昨年まで「中間配当金支払いに関する取締役
会決議ご通知」と題した郵便はがきをお送りさせて
いただきましたが、本年より同はがきの郵送を廃止さ
せていただきました。今後は、同はがきに替えて当社
ホームページにてご案内させていただきます。
何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

当社株式を700株ご所有の場合、その700株を市場価格
で当社に売却し、代金を受領する。

買 取 制 度 買 増 制 度

ご所有単元未満株式を当社が買取るように
請求できる制度

買取請求にて当社に売却（700株売却）

売却代金を受領 売却株式数(700株)×市場価格

買増請求にて当社から購入（300株購入）

単元株式として所有 1,000株（700株+300株）

例 当社株式を700株ご所有の場合、300株を市場価格
で当社から購入し、1,000株にする。

ご所有単元未満株を１単元(1,000株)にするために
必要な株式を買増すように請求できる制度

例

ご所有株式数（700株）

買取
制度

買増
制度

大株主の状況

会社の概要 （平成26年9月30日現在） 役　員 （平成26年9月30日現在）株式の状況 （平成26年9月30日現在）

所有者別株式分布状況

株 主 の み な さ ま へ

この決算ご報告はFSC®認証紙と大豆油インキを使用して印刷しております。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

上 場 証 券 取 引 所

同 連 絡 先

公 告 の 方 法

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日


